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はじめに

コケは，体が小さく構造も簡単なため，環境の変化

に非常に敏感な 生物の一つである。このようなコケ

は， 指標生物として， これまて芯に大気汚染 （TAODA,

1972，梅津， 1978；横堀， 1978）や都市化程度〔中村

1976）あるいは都市の公園 ・緑地の自然性〔中村，

1981)などの評価に用いられてきた。

今回は，道路開設のための裸地化など，人為による

森林植生の改変が，コケの生育，とくに樹幹着生のコ

ケに対してどのように影響しているかをみるため，神

奈川県内の代表的な森林植生を対象として，森林の奥

から林外にかけてのコケの生育状況の調査を実施し

た。さらに，この調査に基づいて，森林植生への人為

の影響に対するコケの指襟化を試みた。

なお，本調査は神奈川県環境生物研究会（青木淳一

代表〕の 「予測評価手法の体系化に関する調査研究

（生態系） 1983」の一部としておこなったもので， 実

施にあたっては，横浜国立大学の青木淳一教授ならび

に原田洋氏，神奈川県立博物館の大場達之博士から御

指導と御便宜をいただいた。また，国立科学博物館の

井上治問土，柏谷博之博士，広島大学理学部の樋口正

信博士には種の同定，確認をお願し、した。さらに，本

稿執筆に当っては，神奈川県立博物館の生出智哉主任

学芸員からいろいろと御便宜をいただいた。各位に対

し深く感謝致します。

調査地と方法

調査は県内にみられる代表的な五つのタイプの森林

植生でおこなった。下記のように各タイ プに属する調

査地を 2ケ所ずつもうけ，1983年10月から12月にかけ

て野外調査を実施した。なお，調査地の設定は原田洋

氏の御協力による。

1 暖帯植 生

A ヤブコウジ・スダジイ群集（自然林〕

逗子市神武寺，標高lOOm(Al）。鎌倉市二階堂，

標高90m(A2）。

B オニシバリ ・コナラ群集（二次林〕

横須賀市鷹取山，標高lOOm(Bl）。横浜市西金

沢，標高50m(B2〕。

c クヌギ ・コナラ群集（二次林〕
厚木市七沢，標高130m(Cl）。 秦野市震生湖，標

高140m〔C2〕。

2 l鼠帯 植 生

D ヤマボウシ ・ブナ群集 〔自然林〕

箱根町大観山，標高750m(Dl〕。箱根町仙石原，

標高940m(D2）。

E アブラチャン ・クロモジ群落（二次林〉

箱根町湯場，標高750m〔El〕。箱根町白銀山，標

高940m(E2〕。

これらの各調査地において，林縁から林内にむかつ

て，林縁内〔0～5m），林内（5～15m），林奥（15

m以上）の三つの立地区分をおこない，林縁の外側に

低木林分のみられた調査地には，さらに幅5mの林縁

外の区をもうけた。

表1に示すように，各区内で任意に5本，l植生タ

イプ計10本の調査木を選び，各調査木の樹幹の基部か

ら高さ5QCID，および130～180C田の2ケ所の全周面を調
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表1 各植生タイ プの立士山ごとの調査木の胸高直径平均（cm）と調査樹種（本数〉

立地

植企ぞ分｜ 林 奥 林内 林緑内 林縁外

タイプ

ヤブ
42.0 22.l 10.2 2.8 

マナ ブナ（8) ブナ（7) プナ（3) ニシキウツギ（4)

ボ群
ミズナラ、 ミズナラ、 ヤマホ・クシ（2）リ ョウブ（2)

オオ モ ミジ ア カシデ、 アセビ、 カマツカ 、

ウ集 （各 1) ヤマボウシ リ ョウプ、 ツクパネウツギ、

シ （各 1)
カマツカ、 シナ ノ キ、

温 ｜
． ミズ キ、 ミヤマイ ボfタ

ニシ キウ ツギ（各 1)
（各 1)

19.5 12.2 7. 5 

帯 ｜アク アブラチャン（5）アプラチャン（5）ミズキ（2)

フロ ミズ キ（2) クマシデ（2) アブラチャン、

ラモ ミズ ナラ、 カマツカ（2) ミヤマイボ夕、

チジ
アカシデ、 ミヤマイホ・夕、イヌツゲ、

ャ群
エンコウカエデミズキ、 カマツカ、

（各 1) アカシ デ 、 ニシキウツギ、

ン落 ミズナラ（各 1）ミヤマガマズミ、

カジカエデ、

ヤマグワ（各 1)

クコ 18.2 15.7 11. 6 

ヌナ
クヌギ（5) クヌギ（5) クヌギ（5)

ギラ コナラ（5) コナラ（5) コナラ（3)

・群 ミズキ、

集 イヌシデ（各 1)

暖 ｜オゴ
ニナ

13. 5 10.4 7. 8 

シラ コナラ（8) コナラ（5) コナラ（5)

バ群
イヌシデ 、 エノキ （2) ウツギ （3)

キハダ（各 1）ハコネウツ ギ（2）ガマズ ミ（2)

帯
リ集 ヤ マグワ（1)

ヤス 27.6 14.2 10.2 

ブダ
スダジイ（5) スダジ イ（4) スダジイ（4)

コシ タブ（2) ヤブ ツパキ（2）ア ラカシ（3)

ウイ アカ ガシ（2) ヤ ブニ ッグイ 、・／ ロターモ、

ジ群 ウラジロガシ（1）ウラ ジ ロガ シ、クヌギ、

・集
コナラ、 ヤマサrクラ

イ ヌシ デ （各 1)（各 1)
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査部位とし，そこに出現するすべての種を記録し，さ

らにセン類，タイ類，士山衣類，シダ類の各被度パーセ

ントの測定をおこなった。種の同定は，すべて採集し

た標本で確認した。

結果

各値生タイ プにおける林奥から，林縁内あるいは林

縁外にかけての着生コケ群落の組成と構造の変化を表

2～5，図1～2に示した。

l. 林奥部での生育状態

1〕暖帯他生

自然林植生のヤブコウジ ・スダジイ群集では，樹幹

の着生群落はほとんとみられず， 二次林植生の方でコ

ケの着生がみられた。

クヌギ ・コナラ群集の樹幹下部では，すべての調査

木に，平均して5種のコケの生育がみられ，その被度

平均は50 ~話に達した。しかし，樹幹の上部では被皮の

平均が496以下になり ，出現種数も平均1.7種と低い。

優占種として，ノミハニワゴケ，コモチイトゴケ，ヒ

ロハツヤゴケなどがあげられる。セイナンナガハシゴ

ケ，マツゲゴケも樹幹上部でよくみられた。

オニシパリ ・コナラ群集の樹幹着生はきわめて貧弱

で，林奥，樹幹上部での着生はほとんどみられず，下

部でも着生率は30%しかなかった。ノミハニワゴケ，

キャラハゴケ，コカヤゴケなどが樹幹下部でわずかに

みられた。

2）温情植生

ヤマボウシ ・プナ群集の着生群落は，今回調査した

五つの植生タ イプのなかで最も豊富であった。林奥の

すべての調査木でコケの着生がみられ，樹幹の下部の

え寄生群落の被度は平均70%あり，上部では平均3096で

あった。また，出現種数も多く， 二つの調査士山の林奥

からは，あわせて38種のコケの着生が記録された。1

本当りの平均では，樹幹の上部で8種，下部では10種

以上の生育がみられた。優占種として，ヒメフタマタ

ゴケ，タカネカモジゴケ，コカモジゴケ，ヤリノホゴ

ケ， ユガミチョウチンゴケ，オオサナダゴケモドキな

どがあげられ， また， チチブハネゴケ， キリシマゴ

ケ，イヌムクムクコケ，ヒムロゴケなど，この植生タ

イプの林奥に特徴的にみられる種も多い。

二次林組生のアプラチャン ・クロモジ群落におけ

る，林奥の樹幹着生のコケの出現種数は自然林植生の

ヤマボウシ ・プナ群集 よりは少なかった。樹幹の上

部，下部ともに 100%の着生率であるが，出現種数は

それぞれ平均5種程度になる。群落被度の平均は，樹

幹下部で約60%，上部で4096強あった。優占種として

は，ヒメフタマタゴケ，コモチイトゴケ，ハネヒツジ

ゴケ，ニッコウタケナカゴケ，チデミパコブゴケなと

があげられる。ヤマボウシ ・プナ群集では林内から林

縁内で生育していたタカネカモジゴケ，エダウロコゴ

ケモドキ，ナガスジイトゴケなどが，この群落では林

奥だけにみられた。

2. 植生改変によるコケ群落の変化

1）暖帯値生

ヤブコウジ ・スダジイ1洋集およびオニシパリ ・コナ

ラ群集の林縁附近では，コケの着生はまった くみられ

なかった。クヌギ ・コナラ群集でも林縁附近のコケの

着生は著しく少なく，樹幹の下部には609'6の調査木に

1～2種の着生がみられたもも，上部では地衣類がわ

ずかにみられたにすぎない。

2）温帯槌生

ヤマボウシ ・ブナ群集およびアプラチャン ・クロモ

ジ群落では，林奥から林外にいくにつれて，着生群落

の被度，種数ともにしだいに減少する傾向がみられ

た。 この傾向は， ヤマボウシ ・ブナ群集の方が著し

く，その中てでもとりわけセン類の減少がめだった。ま

た，この傾向は，ヤマボウシ ・プナ群集においては樹

幹の下部で顕著であったのに対し， アプラチャン ・ク

ロモジ群落では上部の方が著しかった。

考察〔生物指標と してのコケの利用〕

樹幹着生のコケ群落の組成と構造はその林分状態に

よって異なることがわかった。今回調査した五つの植

生タイ プの林奥部での着生群落は， H愛；市より￥lii't帯の森

林の方が発達しており，中でも温帯の自然林であるヤ

マボウシ ・ブナ群集が被度，出現種数と もに最高であ

った。一方，暖帯では，コケの着生状態はむしろ二次

林植生の方が良かった。

着生コケ群落は，どの微生タ イプでも樹幹の下部で

良く発達していたが，そこは樹幹上部に比べ，空中湿

度など水分条件の面でコケの生育により好都合な場所

と考えられる。樹幹着生のこのようなコケ群落も林縁

にむかうにつれてその極数，被度と もに低下していく

傾向がみられ，今回の調査では，林縁附近にだけ出現

するといったコケはほとんとみられなかった。以上の

ことから，いろいろな人為の改変によ ってもたらされ

た林奥から林外への着生群落の種組成の違L、は，それ

ぞれのコケの環境の変化に対する耐性の違L、によって
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ヤブコウジ ・スダジイ群集（上〉とオニシパリ ・コナラ群集（下〉における着生コケ群落の林奥から

林縁にかけての種組成の変化．数値はl調査地の各立地内の5本の調査木における樹幹上部と下

tillの合計10ケ所に対する出現頻度 グノレープ分けについては本文参照

表2

林縁 内
A1 A2 

内

A2 

林

A1 

奥

A2 

林

A1 

立地区分

調査地
Species Class 

1 モラ”コ”trsp. G「aphissp. 

l: l icher、．Class, 

林縁内

B1 B2 

林 内

B1 B2 

奥

B2 

林

B1 

立地区分

調査地
Species 

m
m
m
h
h
h
1
 

4
4
4ム
円
ど

《

4

4
ム

4
4
4ム

G「oup 1-2 
Haplocladium angust i干olium ノミハニワヨ”ケ
Taxiphyllum taxi「ameum キャラハョ凶q
Rhynchostegium pallid l子。lium コ刀ヤ3”tr
Cephaloziella spinicaulis ワニヤlγ、ネヨ納イT
Acrolejeunea pusilla 
F「ullaniamuscicola 
G「aphissp. 

Class 

力ラ下ステ”コ輸tr
モラ”コ輸trsp. 

l:lichen. m:moss, h: 1 ive「wort,Class, 

クヌギ ・コナラ群集における着生コケ群落の林奥から林縁にかけての種組成の変化（表2参照〕
印はその帰属グループの決定に今後の調査が必要なもの

表3

林縁内

Ci C2 

林内

Ci C2 

奥

C2 

林

Ci 

立地区分

調査地Species 

町1

m 
干

h 

a
i
勺
4
4
ム
A
4
4よ

4
ム
4
ム
4
A
勺
4
4
よ

ザヤコ”tr
司、Yケ”ヨ”tr
tイTンナ力”ハラコ“ケ
ノキ三，)7“
力ラクザコ”ケ
ヤマトヨワラ、、ョウコ柄q

G「oup1 
Physci a 「ub「opulch「a
発Lepr a「la sp. 
Glyphomitrium humillimum 
Parmelia claυuli干era
Sematophyllum pulchel lum 
Lepiso「usthunbergianus 
Pa「meliasqua「「osa
Cololejeunea japonica 

Class 

句目占

4
4
4
L
4
L
n斗

3
1
5
 

G「oup2 
He「zogiellape「「obusta ミチノヲイチイヨ”ケ
Isopte「ygiumpohliaeca「pum71Jイチイコ”。
Pa「meliatincto「um ウメノキコ”tr
Pe「tusa「ia sp. トリハ9＂ヨ”q sp. 
Cephaloziel la spinicaulis ワ二十ハ輸事］＂ tr
T「ocholejeuneasandvicensis 71~） JJ ” ケ
Lophocolea mimo「 ヒメト廿刀1怜tr

m
m
1
E
1
，h
H
h
H
ι
H
 

4
ム

4
よ

4
4
円

4
4
4

4
ム
司
，ム
司
｝

3 

1 
1 

2 

s 

4
4
内

4叫
円

4
V
4
4

1 
3 

4
2
3
5
2
7
6
 

勺
4
n
u守
司

d

G「oup3 
F「ullaniamuscicola 刀ラヤステ怜］＂ケ
Rhynchostegium pallid l千olium コ力十3柿ケ
Entodor、challengeri ヒロハツヤコ”F
Haplocladium angusti干。1ium ノミハニワコ”ケ
Graphis spp. モラ”コ”trspp. 
Physcia spp. ム力テ桃コ”ゲ spp. 
Clastob「yellakusatsuensis コモチイトコ”ゲ
Taxiphyllum ta ×1「ameum キャラハコ”tr

h
m
m
m
1
1
m
m
 

s 4 4 

1: l icher、，干：干e「門．m:moss, h:live「wort,Class, 
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図1 各植生タイプにおける樹幹上部と下部の林奥から林縁にかけての着生コケ群落
の被度の変化
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ヤマボウシ ・コナラ群集における着生コケ群落の林奥から林外にかけての極組成の変

化（表2, 3参照〉

表4

林縁外
01 02 

付－，
un 「1

4

輸

E7

什，

q

7
ヒ

ケ

ケ

ケ

付

；

情

／

4
J
柄

帆

作
7

悦

柄

コ

ヨ
ラ
杭
コ
作
ソ
コ
”
ヨ
コ
－
7

辛
ケ
タ
ク
”
才
コ

、ノ

ラ

悦

ケ

ハ
コ
キ
ム
コ
ノ
－
7
4
J
q
q
”
ヒ
”

M
明

mm

n

γ

『
ぜ
弓
，
ν
L
内ソ

“”
”

ν
L
仲
ツ
「
4

7
ハ

m
ム
ラ
ト
ト
ヨ
コ
コ
ケ
ト
日

予
ソ
u
又
リ
オ
マ
チ
ザ
タ
メ
マ
ム

チ
車

1

イ
キ
オ
ヤ
作
7

ク
b
ヒ
ヤ
ヒ

－
 D
 
R
T
a
 

1

t

m

 

1

a

u

 

－

－

1
n
 

e

U

1

a

 

a

p

c

し

K
11

a

s
s
－

c

s

n

1

 

0

0

a

a

1

0

a

a

u

 

u

h

c

s

e

k

d

t

c

 

x

t

s

d

a

－
－

a

s

s

 

e
n
s
a
n
e
m
a
1
，el
a
u
 

1
a
n
－－

c
a
i
o
h
u
s
c
b
 

ぶ’

y
o
g
n
s
n
u
g
n
’
l
「

10
「

P
U
D
t
m
n
e
n
a

a
D
d
o
d
m
p
u
l
m
o
 

1
1
p
n
e
a
u
a
m
i
－

a
p
m
 

1

e

1

y

J

u

d

y

a

u

 

p
h
m
d
o
a
「

1
a
a
D
l
J
Y

u
c
u
a
c
t
b
a
n
－

－

r
 

o
o
－

1
o
r
o
－－

m
c
t
a
a
b
 

「

1
d
l
h
e
n
－

D
i
e
－

－

o

G
9
0
a
c
b
m
a
z
l
s
u
u
「

a
c
m
l
「

a
m
o－
－

s
d
d
e

l
e
D
「

e
h
o
h
a
l
a
a
t

p
門

H
T
H
T
H
R
C
B
R
R
P

誕

h
干

m
h
h
m
m
m
m
m
h
h
m

林縁内
01 02 

林内
01 02 

立地区分林央
調査地 01 02 

4
4
4ム
円

4
？－

5
3
3
3
3
2
2
2
2
 

Species Class 

1
3
1
3
4
4
1
3
1
1
 

’41
‘内
L
q叫
4
よ

1 
1 

1 

1 

2
2
3
 

1 
1 

4
《

d
6
9’

7
2
6
5
6
 

トヤマラノ7”3“，，
ハイコ輸ケ
ユ力”ミチョウチンコ”。
コ刀モ：，柄コ”，，
車ソハ‘オキナコ“，，
ヤリノ車コ“ケ

ヒメ車ワオウヨ”，，
ヤマトヨミミコ渦守
才才サナタ“コ”ケモト、、牛
ナ刀、‘:Z.3，愉イトコ、‘ケ
チチ、‘ミカヤコ”ケ
ラタ輸レヤステ”コ”ケ
ノキラ)7柄
ウニヤI＼、、＋J”ザ

G「oup2 
m Thuidium kanedae 
m Hypnum plumae干orme 
m T「achycystis immarginata 
m Oi c「anummay「ii 
m 誕Leucobryumne1lgherrense 
1 Cladonia conioc「aea
h Plagiochila gracilis 
m F1s!51dens gymnogynus 
h Lejeunea japonica 
m Plagiothecium euryphyllum 
m Haplohymenium longinerυe 
h Po「ellaulophylla 
h F「ullaniatama「lsci 
干しep1sorusthunbe「g1a円us
h Cephaloziella spinicaulis 

4
ム

4
よ
句
ム

4
4
4
2
2
2
3
2
 

2
1
1
2
2
1
 

5
6
3
5
 

句
白
‘
つ
ム

A
U『

7
3
4
5
3
 
3 

1
4
3
 

5 

4
7
7
4
 

4ι
晶
司
M
R
J
h
J

nu司
内

J
q》

9
3
8
2
3
2
 

4
5
1
 

4
3
6
6
2
 

4E
－4
ム

q，，
4
4

Group 3 
m Fauriella tenuis エタ凶ウロココ”ケモトm牛
m Oncopho「us C「iSP  i干olius チチ仙ミハ柄J7”コ”ケ
h Lejeunea ulic i円a コクサリコ“ケ
m 争時Pseudobarbella levieri タ力廿コ、、廿刀、、リ］＂IJ 
m 奨Isopte「ygiumpohliaecarpum 7刀イ予イユ”ケ
m 誕Ulotacrispa Bラフトキンモワコ情，，
m Oic「anumviride タ刀平力モラ”3”ケ
m Plagiothecium cavi干oliumvar. 干allax 二’Bヨウタケナ刀コ”ケ
m Clastob「yellakusatsuensis コモチイトコ”ケ
h Nipponolejeunea pili千era 'JO,ゲ‘リコ”ケ
1 Pe「tusariaspp. トリハヲ嶋コ”ケ spp. 
1 G「aphisspp. モラ”コ”ケ spp. 
h Lophocolea mi nロ「 ヒメト廿Dコ”，，
1 発Pa「meliasp. ウメノキコ恥q sp, 
m Brotherella henonii 力力、‘ミヨ輸ケ
m Hypnum tristo-vi「ide イトハイコ輸，，
h 門etzge「iadecipiens ヒメ7タマヲヨ輸ケ
m B「achytheciumplumosum ハ事ヒツ3ゾヨ桃ケ

A
H『

A
U『

4
ム

4
ム
『

J
F
D

勺
4
ノ
D
E
J 2 
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m:moss, h: 1 iverwort, 1: 1 icher、， f：千ern.Class, 



アフラチャン ・クロモジ群落における着生コケ群落の林奥から林縁にかけての極組成

の変化（表 2' 3参照〉

表5

林緑内

El E2 

林内

El E2 

林奥

El E2 

立地区分

調査地
Species 

G「oup1 
l Pa「melia sp. 
m Di c「anumv i「lde 
m Fau「iel la tenuis 
h Cephaloziella spinicaulis 
m Plagiothecium euryphyllum 
m Ulota c「ispa
m Haplohymenium longine「ve
h Radula japonica 
l Leptogium azu「eum
m Necke「a humi l is 
h 奨F「ullaniamuscicola 

3
3
2
1
1
 

3
3
2
1
1
1
 

ウメノキコ”IJsp. 
9刀辛刀モラ”コ”IJ
工タ”ワロ］］”IJモト”キ
ワ二十ハ“辛3快 IJ
オオサt9”コ杭ケモト”キ
刀ラ7トキンモウコ”守
ナ力”スラ”イトコ”IJ
ヤマト守ヒ”ラコ”IJ
7才キノリ
チャ車、、ヒラコ柿ケ
力ラヤステ”コ、、IJ

Class 

1
1
2
1
 

3
1
1
3
 1 

戸コ
4
ム

qv
《

d

2 

2
1
3
1
6
1
 

qM円
4
q叫
司

】

1 
7 

G「oup2 
Cladonia conioc「aea ヤリノ車］＂ケ
しophocoleaminor ヒメトザ刀コ”ケ
Pe「tusariaspp. トリハ夕、もコ”ケ spp, 
Nipponolejeunea pilifera ゲラ守”リコ”ケ
Thuidium kanedae トヤマラ)7＂］”q
Rhynchostegium pallid i干olium コ刀ヤコ愉ゲ
Lejeunea ul.icina コクザリヨ”。
Lejeunea japonica ヤマトヨミミヨ柄ケ
B「achytheciumplumosum ハ事ヒツラ”ヨ竹q
Frullania usamiensis ワサミヤスデ、1愉q
Fissidens gymnogynus ヒメ車ウオウコ”ケ

l
h
1
h
m
m
h
h
m
h
m
 

3
3
2
2
6
1
2
2
1
1
 

勺
L
司ム

A
斗

司

3

ノロ
4
ム

2
3
2
8
9
1
3
 

R
J
つ叫
4
ム
フ
t
Q
U
4ム

7 2 
8 1 
3 4 
8 6 
7 10 

G「oup3 
G「aphisspp. モラ“コ”f spp. 
Oncophorus C「ispl干olius チチ輸ミハ輸コ7柄コ愉ケ
Plagiothecium cavi千oliumva「・ 干alla× 二宮コウタケナ力コ”ケ
Clastobryelle kusatsuensis コモチイトコ愉ケ
門etzgeriadecipiens ヒメフヲマタコ”ケ
Hypnum t「isto-vl「ide イトハイヨ輸ケ
B「othe「ella henonii 刀力”ミヨ柄IJ
Callicladium holdanianum クザコ輸ケ
Leucob「yumneilghe「「ense 車ソlい才キナコ”ケ
Dicranella heteromalla ススキ3”ケ

1

・m
m
m
h
H
m
m
m
m
m

m:moss, h:live「WO「t, l:licher、，干：干ern.

自然さ程度の評価を試みた。

1〕 平地の暖干IH1立生の自然さ程度の評価

今回の調査のかぎりでは，ヤブコウジ・スダジイ群

集に対する樹幹着生のコケの指標的価値はほとんど認

められなかった。

オニシパ リ・コナラ群集では，林奥でもわずかなコ

ケしか着生しておらず，したがってその自然さのめや

すとしては，樹幹にセン類かタ イ類の着生がみられる

ことで、ある。

クヌギ ・ コナラ群集は， l俊平M＇植生の ·~:Jでも 比較的着

生コケ群落が良く発達している。この植生の自然、：さの

めやすとしては，樹幹の下部では4種以上のコケがみ

27 
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規定されていると考えられる。そこで表2～5に示し

たように，各槌生タイプのコケを，環境変化に対する

感受性の観点から 次のような 三つのグループに分け

た。

グループ1：林奥だけに生育がみられ，環境変化に対

する感受性は非常に高L、。

グループ2：林奥だけではなく林内や林縁附近にもみ

られ，環境変化に対する感受性は低L、。

クソレープ3：林縁附近で普通にみられ，環境変化に対

する感受性はほとんどない。

このような種の生態的特性と，着生コケ群落の梢造

を加l味することによって，次に，各森林植生における



樹幹上部

........ ・ヤマ ホ・ゥ γ ・フナ群集

ー〈〉ー アフ ラチャン・ク ロモ ジ群落

-6ー クヌギ ・コナ ラ群集

-'Y』 オニシパ リ・コナラ群集

........ 』・ ヤ7コウ ジ・スダジ イ群集

10 

5 

平
均
出
現
種
数

。
樹：幹下部10 

5 

樹幹の部と下部におけ上

る各植生タイプの林奥か

ら林縁にかけての着生ゴ

ケの出現種数の変化

図2

ーー

宅事ー。
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林縁外

られ，その被度も40%以上あること，かつ樹幹上部に

も1種以上のコケの着生がみられる ことがあげられ

る。さらに，クソレープ 1の種が樹幹の上部， 下部を問

わず1種以上出現すれば， その自然さの程度はいっそ

林縁 内内林央林

誠 1978 7砕苔類を利用した空気浄化試験法に

よる大気汚染の測定日生態会誌.28 : 17 23. 

（東京大学農学部森林植物学教室）

横切i

う高L、。

2〕 山地の温帯植生の自然さ程度の評価

ヤマボウシ ・ブナ群集，アプラチャン ・クロモジ群

務ともに，その自然さのめやすとして，樹幹の上部，

下部にそれぞれ5種以上のコケの着生がみられ，群落

被度が下部で50%以上，上部て＇30%以上になることで

ある。さらに上部，下部ともにグノレープ1のコケが2種

以上合まれればその自然さの程度はいっそう高まる。

以上はあくまでも試案であり，いろいろな植生に対

する人為の影響を，コケを指標として把握し評佃lする

手法を確立するためには，さらに詳しい生態学的な基

礎調査が必要である。
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